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は じめに

 「Ballet for All」(以 下B. F. A.)と は そ の言 葉 の

通 り、 年 齢 、 性 別 、 階級 、収 入 、 地域 な どに 関 わ

らず 、 誰 もが バ レエ を楽 しみ理 解 で きる よ うに し

よ う、 とい う 目的 を持 っ て 設 立 され た バ レエ の グ

ル ー プで あ る。1964年 か ら80年 まで の16年 間 に わ

た る活 動 期 間 中 イギ リス 国 内 、特 に そ れ まで バ レ

エ の 公 演 な ど行 わ れ た こ とが な い 地方 の小 さな劇

場 や 学 校 、 ホ ー ル な ど にお い て 、実 際 に バ レエ を

観 る機 会 の なか った 多 くの 人 々 にプ ロの ダ ンサ ー

に よ る高 い 水 準 の バ レエ を紹 介 し、彼 らの バ レエ

に対 す る関 心 と理 解 を育 て る こ とに大 き く貢 献 を

した。B. F. A. の 活 動 は ダ ンサ ー や カ ンパ ニ ー が そ

の専 門的 な技 術 と内 容 を も って教 育 的 な仕 事 を十

分 に行 う こ とが で き る こ と を示 し、 また そ の活 動

の方 法 は以 後 多 くの プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル が教 育 分

野 で 活 動 す る際 の モ デ ル にな る な ど現 在 の イギ リ

ス にお け る一 般 の 人 々や 学 校 で の ダ ンス教 育 と深

い関 わ りを持 って い る。

B. F. A. の設 立

 1950年 代 半 ば に実 験 的 試 み と して オ クス フ ォー

ド大 学 の 主 催 で 始 ま っ た社 会 人 を対 象 と した バ レ

エ の学 外 講 座 がB. F. A. の 出 発 点 で あ る 。社 会. 

文 化 的 に も極 め て斬 新 で 野 心 的 な この 講 座 を担 当

した の は 、バ レエ の研 究 家 で あ り映 像 作 家 と して

の経 歴 も もつ ピ ー タ ー ・ブ リ ン ソ ン(Peter Brinson)

で あ っ た。 彼 は レクチ ャ ー に映 像 的 な資 料 が 必 要

で あ る と考 え 、当 初 は フ ィル ム を使 用 して い たが 、

次 第 に こ れ を ロ イヤ ルバ レエ ・ス クー ルの 生 徒 を

デ モ ンス トレー タ ー に した レクチ ャー ・デ モ ン ス

トレー シ ョ ンの ス タ イ ル に発 展 させ て い った 。 講

座 は非 常 に好 評 で 、 ケ ン ブ リ ッジや ロ ン ドン大 学

も同様 の講 座 を依 頼 す る よ う に な り、 ブ リ ン ソ ン

はバ レエ とい う一 見 特 殊 で 少 数 派 の 愛 好 者 の もの

と思 わ れが ち な芸 術 が 一般 の 人 々 に大 い に関 心 を

持 た れ る こ と を理 解 した。 彼 に と って 講 座 の 最 終

的 な 目的 は 、過 去 と現 在 の 考 察 を通 して イギ リ ス

のバ レエ を成 立 させ てい る もの を明 らか に し、 今

後 バ レエ が 人 々 に と って 共 有 の 文 化 に な る ため に

必 要 な こ とは な にか 、 を考 え る こ とで あ った 。 こ

れがB. F, A. 設立 の ア イデ ア に結 びつ い て い る。彼

の案 は ロ イ ヤ ル オペ ラハ ウ ス と ロ イヤ ルバ レエ の

理 解 と支 援 、 さ ら に ガ ルベ ンキ ー ン財 団 の 資 金援

助 を得 る こ と に よ って 具 体 化 に向 か い 、1964年9

月 に最 初 の 公 演 を行 う に至 った 。

B. F. A. の 公 演 活 動

 ツ ア ー に よる公 演 は1シ ー ズ ンを3期(秋 ・冬 ・

夏)に 分 け 、 各期 ご とに レパ ー トリー とダ ンサ ー

の交 代 が 行 わ れ た。 また新 しい レパ ー トリーの 準

備 は夏 の ツ ア ー と次 の シ ー ズ ン との 間で あ る こ と

が 多 か っ た。 レパ ー トリー は設 立 後2年 間 く らい

は ロ イ ヤ ル バ レエ の レパ ー ト リー か らの 抜 粋 で

あ っ たが 、1967年 以 降 はバ レエ の技 術 や ダ ンサ ー

の トレー ニ ング 、バ レエや 振 り付 け の歴 史 とそ の

時 代 背 景 な どを表 現 す る独 自 の ス タイ ル に よ る オ

リジ ナ ル作 品 に移 行 した。

 公 演 回 数 は 初 年 度 以 後 年 々増 加 し、7年 目以 降

は年 間200回 を越 え る よ う にな った 。ま た観 客 動 員

率 も高 く、70年 代 の報 告 で は80～86%、 しか も1

カ所 で1公 演 の み の 場 合 に は95%と い うB. F. A. 

の 人気 の高 さを十 分 に伺 わせ る数 値 が 示 され て い

る。

 公 演 場 所 につ い て は 、16年 間 の うち海 外 公 演 は

1973年 の ポ ル トガ ル公 演 の みで 、 そ れ以 外 はす べ

て イギ リス 国 内 で あ っ た。 ツ ア ー は約1年 前 の 予

約 に よっ て調 整 され て い た とは い え 、実 際 に は長

距 離 の移 動 を頻 繁 に行 い なが らの ス ケ ジ ュ ー・ルが

多 く、特 に ダ ンサ ー に とっ て は大 きな 肉体 的 ・精

神 的 な負 担 に な っ た。この こ とはB. E. A. の存 続 を

め ぐる論 議 の 中 で常 に重 要 な 問題 に され た。

 ッ ア ー は ほ とん どの シ ー ズ ンで 、 イ ング ラ ン ド、

ウェ ー ル ズ 、 ス コ ッ トラ ン ドに広 くわ た っ た。 ま

た 地 方 の 中心 都 市 だ け で な く、地 図上 に確 認 す る

こ とが 困 難 な ほ ど小 さな 町 で も多 くの公 演 は行 わ

れ て い る 。16年 の 問 に は幾 つ もの常 連 的 な場 所 も

現 れ る 一 方 で 、 初 め て 訪 れ る場 所 で の公 演 も必 ず

見 られ た 。平 均 で 年 間34週 の 公演 に加 え 、 新作 や

ダ ンサ ー の 交代 に伴 う リハ ー サ ル が行 わ れ る とい

う多忙 で厳 しい ス ケ ジュ ー ル に も関 わ らず 、遠 隔

の 小 さ な場 所 に もバ レエ を運 ん で い こ う とす る 初

期 の 目的 は 確 か に遂 行 され て い た の で あ る 。
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